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●遺伝研について

1

田島弥太郎所長

　遺伝というと誰でもすぐ思い浮かべるOf）は牛．物のある特徴か親か

らJ’・，1’・から孫へと伝達されて行く現象だと思いますが，このほか

にこれに劣らす大切なもう一つの現象があります、、それは生物の体

を構成している細胞が分裂する際に自己と全く同じ組成を持った細

胞を作って行く現象です、、前者がIHr代と世代とをつなぐ，いわば縦

の関係であるのに対し，後者は同じf固体の中で，細胞と細胞との間

をつなぐ横の関係でありますc、両者ともに遺伝の情報がIE確に複製

されて，それが細胞分裂にともなって別の細胞に伝えられて行くと

いう点で共通しておりますL、

　遺伝”7：が近代科学として誕生したのは西暦1900年の事ですが，当

時は遺伝学の対象は親とJ’・の間をつなぐ縦の関係だけと考えられて

いたようです，，特定の形質の伝達や発現の様式，個体や品種の特徴，

その能力改善などと，「ったことが研究の中心課｝題でした，，

　その後学問の進歩とともに遺伝学の対象が，遺伝の本体である遺

伝1’・の追及に進み，今日ではそれがDNAという化学成分で構成さ

れた遺伝情報の連鎖に外ならないことがわかり，この遺伝情報の複

製，伝達，翻訳，調節などが遺伝学研：究グ）tli心課題となってまいり

ました／t、’ll然のことながらこれらの現象と深い関連を持つ細胞分化，

老化，免疫，かんなどの諸問題も遺f云学二a）研究対’象の中に人’・てき

たわけで・，　今一や遺伝”γ：〈ノ）tillz’先対’象は生命J見象全般にわたるとぼ一．、て

も過、1でない程広汎にわたるようになりましたd、

　ところで当所は，戦後の混乱の中から窮極的には人間の優牛をも

含めて生物の形質改良を実現’す『ることによって衣食住をi豊かにする

こヒを期待しながら，遺伝現象の中に秘められた基本原理の解HJjお

よびその応川を通じて川界の迄化に貢献しようヒいう構想で設立さ

｝

本　　館　　正　　面
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れたものであります。それ以来当所ではこの設立の趣旨にのっとり

鋭意研究に努力してまいり，今日では国際的にも広くその活動を認

識されるに至っております。

　設立当時構想した10研究部門は，30年を経た今日では既に実現さ

れ，このほかに遺伝実験生物保存研究施設を加えております。しか

し遺伝学発展の現状は到底これだけで対応しきれるものでなく，特

別研究その他で応急的に対処しておりますが，今や抜本的な拡充強

化を必要としております現状を申しLげて，関係各位の御理解と御

支援をお願いする次第です”

●沿 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置

庶務部，研究第1部，研究第2部及び研究第3部の

4部門で発足

小熊搾初代所長就任

別館新築

研究第1部を形質遺伝部，研究第2部を細胞遺伝山、

研究第3部を生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島弥太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟

新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設に微生物保存研究室新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附

属棟新築
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●目的と使命

文部省設置法第23条

国立遺伝学研究所は，遺伝に関する学理の総合｛1月究及びその応用

の基礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学研究の指導，1蜘各及び

促進をはかる機関とする。

t

4

1

会⊥ξ

副会長

藤　井　　 隆

月・　ヒ　英二

梅沢　浜　夫

大澤　文　夫

木　原　　 均

近　藤　典　生

佐　々　　 学

篠山奇　信　男

高橋萬右衛門

⊥ぐ　倉　三　郎

御園生　｛三輔

lr｜J　坊　　 ll借

森脇大五郎

諸星静次郎

科学技術会議議貝

東京大学名誉教授

東京大学名誉教授

大阪大学教授
京都大学名誉教授

東京農業大学教授

東京大学名誉教授

入口問題研究所長

北海道大学教授

東京大学教授
原∫⊃J安全委貝会委貝

東　京　大　学　長

東京都、ltl大学名誉教授

東京農「大学長
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●組 織

一玉頗遺伝部

細胞遺伝部
吉田俊秀

生理遺伝部
部長　丸山毅夫

田島弥太郎　　一生化学遺伝部

評議貝会

部長

応用遺伝
部長（併）田島弥

（日召55．4．1現看三）

　　庶　務　課

　　　課長　伊折利晃

　　会　計　課

　　　課長　木村　進

　　第一研究室

　　　室長　村上昭雄

　　第二研究室
　　　室長（併）黒田行昭

　　第一研究室
　　　室長（併）吉田俊秀

　　第二研究室

　　　室長　森脇和郎

　　第一研究室

　　　室長　渡辺隆夫

　　　　庶務係

一三麟

一第二研究室

　室長（併）丸山毅夫

第一研究室

　室長　名和三郎

第二研究室

　室長　小川恕人

第三研究室

　室長（併）杉山勉

第一研究室

　経理係「
　用度係

　室長（併）田島弥太郎

第二研究室

　室長　井山審也

第三研究室

　室長　沖野啓子

第一研究室
　室長（心）土川　清

第二研究室
　室長（併）賀田恒夫

第三研究室
　室長（併）賀田恒夫



人類遺伝部
部長　松永　英

　一第一・研究室

　　　室長（併）松永　英

一一一 謫�､究室
　　　室長　中込弥男

　　　　　　　　　　　第一研究室

微生物遺伝部　　　　　室長（伽1却陣敬

部長　広田幸敬　　　　　第二研究室

　　　　　　　　　　　室長（併）広田幸敬

　　　　　　　　　　　室長（併）木村資生

　　　　　　　　　　　第一研究室

分子遺伝画　　糊併）ヨ甫謹一“1～

部長三浦謹一郎　　　　第二研究室

　　　　　　　　　　　　室長　杉浦昌リノ、

　　　　　　　　　　　動物保存研究室

　　　　　　　　　　　　室長（併）森脇和ll　ls

覆麟劉一植鷲蕊ミ
施設長（取）

　　　加酸秀　　一一一微生物保存研究室

　　　　　　　　　　　　室長（併）杉浦ll　ll弘

●定 口
貝

（IYt不ll55ζ1三1皇二）

指定職

1　人

研　究職
鼈鼈鼈黶

@74　人

　行　政　職

黶@22　　人

、；卜　一一

X7　人
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●各種委員会

所長の諮問に応じて審議検討し，助言するため次の各種委員会を

置く。

図　書

予　算

建　築

委　員　会
委　員　会
委　貝　会

農場・温室運営委員会

宿　舎　委　貝　会
電子計算機委貝会
共通機器委員会
将来計画委貝会
特会法移行検討委貝会

RI放射線利用委具会

排水等処理委貝会
厚生安全委貝会
RI管理委貝会
系統保存委員会
組換えDNA実験安全委貝会

　（委貝長）

黒田行昭
吉田俊秀
広田幸敬
藤井太朗
木村資生
丸山毅k
三　浦　謹一郎

松永　　英

木村資生
賀田恒夫
杉Ll」　　勉

北原月1ノぐ

三浦謹一郎
tl

遠c俊秀
松永　　英

●予 算

昭和55年度予算額
文部本省所轄研究所
文部本省所轄研究所施設費

国立機関原r一力試験研究費

国、ヒ機関公害防止等試験研究費

　　合　　 計

　　科学研究費補助金

環境科学特別研究

核融合特別研究
特

総

奨

試

定

合

般

励

験

研

研

研

研

研

究

究

究

究

究

海外学術調査（総括）

668、070T－ll］

65，199丁・liJ

38，750T－1］』

12，338T－ii」

784，357千円

90，010T’llJ

12，00（．）一 u’｝り

5，700r－1り

38，500HiJ

24，100丁・11」

6，100臼1］

1，460f・1｜J

1，300rlリ

　850Hij
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形

、主

退

1

質

伝 部

　形質遺伝部は，二つの研究室からなり，生物の各種遺伝的形質の分

析や発現機構，突然変異の生成機構などについて研究を行っている。

　第1研究室では，わが国独特の伝統、↓）る材料であるカイコの各種の

特徴を生かして，遺伝学的ならびに細胞学的llJl究を巡めている。特に

カイコでは，生殖細胞に対する突然変異性の検出が比較的容易なので，

ポテンシャル・ミュータゲンのスクリー一ニングやトリチウム水の突然

変異発生効果などの研究も進められている、」

　第2研究室では，各種条件を厳密に規定できる昆虫および1哺乳類，

鳥類などの培養細胞を用いて，発生における遺伝F発現，形質分化，

突然変異の生成機構などについて研究を行っている。

　これまでの研究成果としてとくに注目されるのは，カイコに関する

研究では，川島前部長（J）ul　｝り↑i．乏±）によって開発された卵色遺伝r一を標

識とする特定座位法を川いた放射線誘発突然変異の研究で，これを用

いた放射線に関する研究は，国際的にも高く評価されている。

　また，培養細胞に関する研究では，黒田部長がショウジョウバエの

体外培養技法を開発して，遺伝r発現に独特の新分野を開拓した。さ

　　　　　　らに，ヒト胎児の培養細胞を用いての化学物質による突

▲γ線緩照射装置によるカイコの実験

然変異の鋭敏な検出系の確、ヒと遺伝白く托ニタリングへの

適用などかあげられる。

　環境変異原の突然変異性について，本研究部でのカイ

コおよびヒト培養細胞を川いたAF2や，食品色素など

の突然変異性の発見は，内外ともにIF大な関心を呼んだ

ことも特三筆されよう，，

▲倒立位相差顕微鏡による培養細胞の観察

7



細

、」』

退

胞

伝 部

　　　　読．

A

触

38
M2（11／12）

噌讐

B

趨息

14

竃鍵

19

③

蹄

2

註
15

鷲慎

　20

　細胞遺伝部には2つの研究室があり，第1研究室は染色体の形態や

構造を，第2研究室は構造と機能を研究の主体としているn

　この部では従来より，マウス，ラットその他野生ネズミの細胞遺伝

学的研究を進め，特にクマネズミの染色体やll［L清蛋白の多型および地

理的変異の研究をおこなった。この研究のため，昭和43年度，47年度

および53年度に海外学術調査をおこない，数々の成果をヒげたt、特に

クマネズミにおける染色体の逆位，結合および切断等による核型分化

と生物進化の関係について屯要な知見を得た、，

　一方，広く世界各地から採集した野生ハツカネズミ（ノ）遺伝ツ：的諸牛芋

性の分析から各亜種の分化の道筋を推定すると共に，H本産亜種の特

異性をH月らかにした，，このマウス特有の遺伝i”を従来の実験川マウス

　　　　に導人して細胞の分裂・分化研究川の新しい実験素材を作る

舶

晶

　8

ぬ轟
13

鵠

敬

　　　研究も進められているn

　　　　その他かんの細胞遺ftv），，，野生マウスの免疫遺伝学，アリ

　　　の細胞遺伝学およびショウジョウバエの細胞遺伝学的1りト究な

　　　ども進められている、、

ft　またマ殻，ラット柵酬1舗成や！叫ネズミか£、酬

　　　しい実験動物育成もlili究活動の一」策としておこなわれており，

　　　その成果は医学生物学の研究分野で広く利川されつっある‘

熱
　5

藷蕊

・1　O

●　疑

“　纂灘　・・
、6　　　　　17　　　　18

齢
x　x

＜　モーリシャスクマネズミの特異な染色体構成　A：中期分

裂像，，大きなメタセントリック染色体（M1とM2）を含んで

いるのでオセアニア型（2n＝38）であるが，小さなアクロセン

　トリック（丸で囲む）がIO個に増加し，染色体数は42本である、、

　B：Gバンド染色による核型分析。第14と第18は元来小型
　のメタセントリックであるが，モーリシャスクマネズミはそ

　れらが動原体部で切断を起し，アクロセントリックとなって

　いる。

ネズミ飼育室治
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生

、』』

退

理

伝 部

　生理遺伝部では，生物における遺伝形質の表現と変異の形成に関す

る生理学的研究を行っている、，従来は実験的研究に力を注いできだが，

今後は理論的な面を強化することとした、、

　第一研究室　ショウジョウバエとそれをとりまく自然環境との相互

関係を主な課題として研究を進めている，1則本的には，致死遺伝子，

不妊遺伝了，可視有害遺伝子，染色体異常の変動や柿分化を支配する

生理的要因，特に突然変異と自然淘汰およびその相η1作用の研究等が

この研究室の重要な課題である。

　第二研究室　動植物はもとより，微生物をも含むそれぞれの生物種

を特徴づけている遺伝構造を解析する基礎理論の研究を一i三な課題とし

ている。実験研究で明らかにされている個々の生物学的事象にもとつ

いて一般的な数学モデルを構築し，その解析から得られる結論を，そ

れぞれの生物現像について演繹するT’法がとられている。

1

4ショウジョウバエ飼育室（25℃）内部

▼ショウジョウバエの活動を記録する装

　置（左）と、温度、照度、制御恒温器

　（中）およびそのプログラム装置（右）

一．－

?

虜ff信

■

目

　蒙

　1・

li

夕

▲
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生

、主

退

化

伝

学

部

　生化学遺伝部では多細胞生物における遺伝∫・発現に関する研究を多

1岐の材『料を使）llLて行t．一　）ている／）なかでも昆虫，植物等ソ）形質転換や

タンパク質，アイソザイムの電気泳動分析は長年にわたって行われて

きたc，

　最近は新テー一一一マとして淡水ヒドラを材’料とLた研究も行’、ている、、

ヒドラ（ノ．）体は6種類oノ）糸1旧阻か総数約100，000f［，ii｜集まって出来Lってい

るが，これは複雑な高等重力物にくらべると極めて単純な細胞構成で、ら

る、、従ってその6種の細胞がどの様な機能を持ち，またどんな相圧関

係にあるかを調べる（ノ）にW砧メ）て都合の良い材』料で’ある、，例えばヒドラ

ψり突然変肌系糸充には神経訓P川がコご部なくな⊃てし主、た系統がある、

この様な系統は自分でエサをとることは出来ないか，人ピ的に強制給

C／lllするヒ成長，増殖するこヒが可能であるf、それでこ（ノ）・系統の・1：す］生

質をll’：常系糸充と⊥’ヒ較することにより神経糸川胞ぴ）持っ｛動きをくわLく調

べることが川来る、．今迄神糸f糸川胞は重肋勿（ノ）発ノヒ・や再牛に不円’クくと信じ

られてきたか，無神経ヒドラ（ノ）イil「究によりこび）考えの誤りが明£ノかに

なった（少なくもヒドラにおいて）。この様に構成細胞それぞれの性質

かよく」：里解されるヒ，その集合体であるイ固体の’性質も史に良く」型解出

来るようになるものヒ思われる．

＜昆虫の形質転換

　力イコの幼虫にDNA
を注入した結果，㌣質

転換で黒色卵が生れ」／

例

正常ヒドラ（左）とレ

無神経ヒドラ（右）
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退
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伝 部

　1、じ月ll遺／云剖～カ㍉没置された’「ll時ノ）ニノ）剖～ソ）目｛那1．撒拍わ↑直si勿a．）イ『↑屯1こ1．周す

る基礎研究て・ある、．／3川：究室がi’〕り，第1川：究室はr’ノズラとニワトリ

の遺伝的特性お．よびネズミの行動と儂：日能，第2川：究宅はi－iとして育種

グ．）糸：紀占卜」量」fノ：バγ：rl｛J∫‖！，：命，　　》『1　3　イi月ンタヒ：元ミ1．ヒ！11∫」’L｛：i肖，　　本～iJ．㍑不i「i戊∫　、よ　こノペノ上Vlll↑ff三～｜’1：しノつ

牛態」旦f云”了泊勺イ川：’ブヒを　．と　り　1二け’ている

　／ト日まで・a）ピ1要なイi斤つ’ヒは♪欠（ノ）ヒおりで』ある

　1）1こ直物個体｜Vijの競争・の様∫、，　2）相｜：物における発育不安ノ走性，　3）

稲種間および種内変異の．数品り〉類学的分析，　4）稲種川および種内の

ノL殖的隔離干幾構とその遺f云J’一タア析，　5）稲系糸充ノ）」由［心戦略に関する変

異，　6）成長様式cノ）1遺f云と耳叉ll1：．安定’性、　7）育何！法のJ：ll㍑‘6白勺側ン先，8）

天然林〃蝶団遺／ノ：学的調査、9）⊥壊汚染がhe］物にノ乏ばす遺伝II｛J影響，

10）野生ウズラ．とその飼育川．との遺f云的特’性ゾ）比較，1川ネズミにお

ける学習および記憶．力の遺μ1的差異などである．研究訳題は多種多様

であり今後の発展の万lllJは容膓㌧には予測できないカ’1’，1：直物で’は’ヒ態／l｛」

特性，動物では行動の遺伝学的研究が主要な研究ノ∫向となるであろう．．

ヒ記研究の旧以後は現在進行中である，、

j

1

野生ウズラのレ

家禽化の研究

＜野生稲の開花

11
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　この部では，放射線や環境変異原物質による突然変異誘発の機構お

よびヒトに対する遺伝的傷害の評価に関する基礎的研究を行っている。

　第1研究室ではマウスを用いて，放射線による優性突然変異の誘発，

および化学物質の生殖細胞と体細胞に対する突然変異誘起作用に関す

る研究を行っている。

　第2研究室では遺伝f微細構造の分析が可能なモチ澱粉変異体をト

ウモロコシとイネで多数誘発し，放射線化学物質などの変異原の作

用機構とその特性を研究している，，後者によるミスセンス型変異体の

誘発も確認できた。

　第3研究室では微生物における，放射線による突然変異誘発機構に

関して研究を進め，一旦照射をうけた細胞に作用して突然変異の誘発

を阻［Lする抗変異原因J’・（antimutagen）の研究を行っている、、

　また枯E’；1二菌を用いて環境変異原の簡易検出法Rec－assay法を考案し，

AF2などの食品添加物，6価クロムなどの屯金属類，キャブ‘タンな

どの農薬類，その他について遺伝的毒性を1灸出することができた、、

　ヒト遺伝病でX線に高感’受性なataxia症の患者ではがんを多発するが，

その培養細胞の生化学的研究によって，枯“∵1：菌で解析された，PA酵

素と名づけられた修複酵素の活性が低ドしていることが示された、，ま

た食品中の変異原不活化因∫’・（D　esmut　agen　〉σ）探索も行一・ている、、

▲放射線照射マウスの次世代に現れ

た頭骨に異常を示す突然変異

▼枯草菌胞子によるDNA傷害の検出

　ラット肝ミクロソームによって活性

　化されたTrp－P（トリプトファン

　燃焼物）による生育阻害

12
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▲羊水による胎児の異常の診

断　羊水中に浮游する胎児細

胞をキナクリンマスタードで

染色し蛍光顕微鏡で調べた結

果，Yクロマチン（短い矢印）

及びXクロマチン（長い矢印）

が観察された　両者を合せ持

つことから，胎児はXXY型
の性染色体構成を持つことが

分かった，

　第1研究室では先天異常やがんの成因に関する遺伝疫学的研究を，

第2研究室ではヒト染色体に関する1却楚および応1川lll面からの研究を進

めている。以ドは，現在もっとも］Jを注いでいる研究課題である。

　第1研究室　発がん過程における宿il要因の遺伝疫学的研究：網膜

芽細胞腫は幼児の眼を冒す悪性腫瘍で，その成因はヒトの白然発生が

んのうちもっとも単純な機構によると考えられる、、すなわち，腫瘍化

の過程は網膜芽細胞に継続しておこる21111の変化からなり，その第1

段階の変化は配偶fまたは体細胞の突然変異である1、第2段ll皆の変化

は，一・一般にこれも突然変異と信じられてきたが，われわれの研究によ

り分化の誤りと考えられること，この誤りを生するか否かは宿亡の遺

伝的抵抗性に強く支配されることが判明した．このような宿主要因を

具体的に同定することが，今後の重要な課題である。

　第2研究室　X染色体の不活性化の機構：正常な女性は2本のX染

色体を持つが，その内1本は不活性化することが知られている。とこ

ろがXの過不足や構造異常を↓芋つ患者の表現型（症状など）を詳しく

調べると，不活性化か不完全である可能性が出てきた。そこで，どの

ような機構で不完全になるかという問題を取りヒげ，研究を進めてい

る。また不活性化の機構自体についても，培養細胞などを材料に，特

殊な分染法，…個の細胞に山来するクローンの分離や細胞融合の技術，

生化学的r段などを組み合わせて，研究を行っている。

　ヒト先天異常の臨床糸朋包遺伝学的研究：従来は原因不明とされてい

た先天異常の内から，分染法による詳細な分析などにより，染色体異

常に基づく新しい疾患単位を分離，独）Zさせることを目標とする研究

である、、既に幾つかの新しい染色体異常症候群を，世界に先がけて発

見することに成功しているL，

●

ふ P15＼

q14・一一一一一

q23－一一

q35　　

P烈35／㌻32

　q34

鐸i）

1　　　　　　2

ii’．

H』
lfiの

3

三三 I　：E　v2
　　　ロ　ロロ

1i隻　iie

4 5

1欄輌警l！ll　ii膓三i，鮎

ii6　n自亘6；i‘i：51亀農⇒・1：零

13　　　　　　14　　　　　　15　　　　　　　　16　　　　　　｜7　　　　　　18　　　　　　　　19　　　　　　20

f江声　：”iq

21　　　22

▲猫鳴き病患者（リング型）の染色体　両

親の一方から由来した正常な第5染色体

（左）と，もう一方の親から由来したリン

グ状の第5染色体（右）が含まれている，，

▲ヒトの染色体　左側はバンド（縞）の位置

を示す模式図であり，右側はGバンド法によ

り染めた実際の染色体である、，
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部

　微生物遺伝部では細菌のDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研

究を，遺伝学，生化学，組換えDNA等の手法によって研究している。

この目的のために，遺伝学的に最も良く知られている大腸菌をモデル

細胞系として，次の3方向からそれらの機構を研究している。

　（1）DNA複製と核分裂に関する研究：DNA複製と核分裂を行う大

腸菌遺伝子，プラスミドDNAによる複製開始の制御，　DNA複製開

始域の塩基配列（写真左）に対応する機能，等の研究を進めている。

　（2）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺伝子（写真右上）細胞表層を

構成する高分子の生合成とそのパターン形成，サキュルス分子（写真

右下）の生合成細胞表層形成とリボ蛋白，ペニシリン結合蛋白の細胞

分裂への役割等の研究を進めている。

（3）大腸菌の高分子（DNA，　RNA，ペプチドグリカン，蛋白質）生

合成に関する温度感受性変異体の系統分離に関する研究：この研究に

関して，国内外の研究者達との共同研究を進めている。

GATCCTGGGT　ATTAAAAA6A　AGATCTATTT　ATTTAGAGAT　C†6TTC†ATT

GTGATCTCTT　ATTAGGATCG　CACTGCCCTG　TGGATAACAA　GGAT⊂⊂GGCT

TTTAAGATCA　ACAACCTGGA　AAGGATCATT　AA（：TG了GAAT　GAT（GGTGAT

CCTGGAC⊂Gr　ATAAGC↑GGG　AT⊂AGAATGA　GGGGTTATAC　A（AACTCAAA

AA⊂TGAACAA　CAGTTGTTCT　†TGGATAACT　ACCGGTTGAT　CCAAGCTTC⊂

TGACA6AGTT　ATCCACAGTA　GATCGCACGA　TCTGTATA⊂T　TATTTGAGTA

AATTAACC⊂A　CGATCCCAGC　⊂ATTCTTCTG　CCGGATCTTC　⊂GGAATGTCG

TGAT⊂AAGAA　TGTTGATCTT　CAGTGTTTCG　C（：TGTCTGTT　TTG（二ACCGGA

ATTTTTGAGT　TCTGCC　CGA　GTTTATCGAT　AGCCCCCACA　AAAGGT6TCA

▲大腸菌複製開始域の塩基配列（京大・化研・高

浪研究室との共同研究による）

▲細胞分裂遺伝子をもったプラスミドDNAの電

子顕微鏡写真

蝦

箋

鱗

畷翼

臨

i職

▲細菌の細胞分裂の構造担体と考えられるムレイ

ンサキュルス分子の電子顕微鏡写真

14
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▼　脊椎動物の系統とヘモグロビンα

　　鎖の分子進化

　　　　　　　　　囎

　　1つ1つの個体でな・（，そねか集、㌃で’￥ノ：生物θ）集団（特に繁殖

社会）を対象として，そ（ノ）内にビのk〕なi旦伝」’一か’どんな割合て’含ま

れるか，またどのような法則のドに遺f／1的紺成か変化していくかなど

を研究するのが集団遺伝学で’あり，そ力究極の日標は進化機構の1桿明

である、．pた．ヒえば日本人は全体、とし．Tlつ力繁殖社会を’なし，肉体的，

精ト申日勺な特ヨ敗はf固人ごとにノ11’：があるか、そノ）かなりOf）部つ〉は遺’f云的差

に基つくと考えられる1、さらにifll．液型やf本内のfヒ学：」勿’‘’亡（ヒとLて

タンバク’∫’t）など日に見えな・い特徴1こついても1二想外に多く（ノ）遺イ云（1勺

な変異のあることが明らかにts’　一一’，てきた／／二C・’）ような生4勿集1・」’1び）中に，

多吊：の遺lk　’〈的’変bn畳1↓がどのようにして保イiされるかは騨ミ団遺f云学：にとっ

て・Pl要な川究課題である、、集団遺伝学の研究においては実際の生物集

団の調査以外に，数学的モデルの解析や，電∫・計算機にイj参性繁殖を行

う生ti勿集卜j’1　a’）まねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行われる

　　集団遺伝部で』はこうい’ノた仕事も含め各柿の研究が行われている、、

その内でも特に最近’，学界の注目を集めるようになったのは集団遺伝

学の数学的理諭，と分∫・レベノレ（遺伝了・θ）内部構造）でび）進化の知見と

を結び合せて、新しい分野を開拓する仕事である、、この研究かLS，生れ

た分∫進化の中m；見，すなわち，分J’ルベルでの進化の仕組を説明す

るためにはダーウィンOf）　1’1然淘汰説だけでは1・分でなく，自然淘汰に

中、lxlな突然変異遺伝ji　7」　’集1・j『1中で』チャンスによ・、て増減する現象も極

　　　　　　　　　　　　めて屯要な役川をはたしているとi：張する学説は．kきな

　　　　　　　　　　　　論争をkき起すこと　C一二なった，現在，この説の妥川’lvi三を

←一一一一（7）Dupllcatdon　to　torm

　　　　　　　cλ　ondβ一chains

・〆一　（⑳‘ ﾊ1」ゴ1舜

　　　　Sh（1rk　Corp　Newt　Chicken　nq　　goroo　Dog　Humon

・h・・k・’ �ﾛ59・・161・

　（＾orp

　New｛

Ch‘cken

Ect　　na　　　　　メ

KanqarL）O　　　　’Percent

　　D‘＞q　　　－．

H白rnc，：n

60．4 55．4 56．8 53．2

47．9　　一 48．6

59．7

jス
S∵A・1］

　53．6　－－

@50．4　　－

E∨34・0

@＼　　、

@　　＼、

50．7

S7．5

Q9．1

R4．8

46．1

R1．2

4ム．0

Q4．8

　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　＼、

?窒?氏ｼes

29．8

Q3．4
一　　、

@　＼

@　一

262
P9．1　－

P6．3』＼こ　　＼　、

検討するため世界各国、活発な川：究が行われている、，廻

去lo年余りの問1二田界の集団遺kv）t：の流れには大．きな’変

革かあt’．）たが，それに対Lこの部のはたした役割の・Pl要

さは1云く認、めら／tている，、1昭和51年にはそa）」力績により

ノドイ・寸1「引～⊥ミ1：　支こイヒ坪た・㌔宝力ご才’受’」・さ］｛．アこ、，

、　電子計算機は集団遺伝学と進化機構の

　研究にとって強力な武器となっている．，
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　この部では遺伝子の構造と，遺伝丁に含まれている遺伝情報が表現

されて行く過程を分・子生物学的に追究している。細胞の遺伝r・にはそ

の生物の生活に必要な遺伝情報がすべて盛られているため非常に長い

線状の分1’・なので，これよりずっと小さな遺伝fコをもつウイルスを材

料にえらんで研究を進め，最近は植物の菓緑体も材料としている。

　遺伝r・DNAの切断，特定の遺伝情報をもつ場所の位置づけ，核酸

（DNA，　RNA）の構成単位である有機塩基の配列川！il．yの決定，遺

伝E　11学などのノi法が急速に発達しているが，これらを駆使し，また

新しい方法を開発しながら研究にとり組んでいる、，

　この研究部においてすでに得られた成果の一つは，遺伝∫・の一部の

コピーでタンパク合成の鋳型になるメッセンジャーRNAの末端キャ

ップ構造の発見である。カイコやイネのウイルスで二本鎖RNAを遺

伝J’・とするものについて，遺伝情報を含む鎖の目印を研究しているう

ちに今まで核酸には知られていなか一，た末端閉塞構造を発見した、．）こ

の特殊構造は有核細胞のメ・・センジャーRNAに共通に含まれ，タン

パク合成に関係していることが明らかになった、，

　遺f云J’－DNAの構造については，菓緑体のDNAヒでリボソームR

NA遺伝1’・をはじめとする遺伝r一構成が遺伝∫・ザ学的技術を使って明

らかにされつつある、1また，ネズミかんウイルヌ、の塩基配ダ｜1を分析し

て複製俳同台点，発かん遺／云j”・　c7）構造をIUi’、かにし，ウイルスθ）遣三fヒに

ついても考察している、，

▲　生化学実験室　クロマトチャンバー（左）

　冷蔵庫（中）と超遠心分離機（右）

▲　P2実験室
　安全フード中での組換えDNA実験

16
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D

遺伝実験生物

保存研究施設

　本施設は遺伝学川：究に必要な実験生物ab　iF．．要系統の紺持，保存およ

び，その遺伝的特性の川］発に関する1却楚研究の進展を目的として設、ン：

されたものである。柿物保存研究宅（イネ・ムギ・サクラ・アサガォ），

動物保存研究室（ネズミ・カイコ・シ1ウジ」ウバエ）および微生物

保存研究室（大腸1某いサルモネラ菌・枯・∵1桔iなど）の3研究室がある、、

　施設は既存の研究部と協力関係を保つことは勿論であるが，全国的

な生物系統保存の一環としての責任も負・一一）ている‘，このため運営の円

滑を期する目的で所内関係者のほかに所外判lll家をも加えた「系統保

存委員会」を設置して’峯環方針はここで検討することとしている。

　なお各研究室では一ヒ記実験生物系統の維持保存業務を担当するほか，

系統保存に関連して次のような研究を行っている。イネ科植物におけ

る窒素固定能向上の研究，テラトーマ好発系統マウスの解析，フィプ

ロイン遺伝r一のカイコ系統問比較，ショウジョウバエ自然集団中にあ

る逆位の収集と解析，大腸菌べん一E形成遺伝子の解析等。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

▲動物保存研ネズミ実験室　ネズミの遺伝的特性を検

　査している。この部屋にはネズミの手術，解剖なら

　びに組織標本の検索に必要な設備が整っていぴ、

0．eattりα　L．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2nエ　24

0．pepenn曇s　Moench　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

0・glat）θrr加α　Steud．

0・bアθリi“guZata　A．　Cheval　et　R。ehr．

0．austraZien8乞s　Domin

O．oJア1cinaZis　Wall．

0．m阜nL4　ta　Pres1．

0．punctαta　Kotschy　ex　Steud．

0・eichingeri　A．　Peter

ρ．lat2：foZムコ　Desv．

0．αZ亡α　Swallen

O・grαη（ゴtg乙umis（Doel1）　Prod・

0．～）uαchyanカんa　A．　Chev．　et　Roehr．

0．angustif「otia　C．　E．　Hubbard

O・peアrτePt　A．　Camus

O．ti88■vanti　A．　Chev．

0◆θchZechter《　Pilger

O．mε〃erταηα　Bai11．　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

0・ridZeyi　llook．　　　　　　　　　　　　　48

0夢longiglu〃Ti8　Jansen

O．coaetata　Roxb．

　（A）（■》

　（A）（■」＿＿＿＿．一．．．

24　（A）●
24（A）頃■」＿一一一一一一

24　（E）●レ

24　（C）●・

48　（BC）●

24，48　　－

48　（BC）－

48　（CD）■」

48　（CD）（■L＿

48　（CD）●

24　（F）一

0．eubulata　Nees　（Rhynchoryza　subu】」直t：a　Balll．）

：

●

●
《’（■■■」

’，iiib－一一．．

’

▲イネ属各種の種子の形態と染色体数
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●系統保存委員会

所外委員
飯

笠

近

坂

常

占

森

山

吉

野　徹　雄

原　　基知治

藤　恭　司

口　文　吾

脇恒一郎
里　和　夫

脇　大五郎

良　　　隆

川　　　寛

所内委員
．；l

黒

賀

広

森

藤

杉

渡

沖

田

田

田

田

脇

井

浦

辺

野

俊

行

恒

・1’1：

和

太

tU］

隆

啓

秀

昭

夫

敬

郎

朗

りz、

夫

f”

東京大学理学部教授

法政大学教養部教授

名占屋大学農学部教授

九州大学農学部教授

京都大学農学部教授

浜松市フラワーパーク園長

東京都立大学名誉教授

京都大学ウイルス研究所教授

金沢大学がん研究所教授

糸lll‖包jjこiイー乙ミ「目～上乏

遺伝実験ノk物保存研究施設長団又）

形質遺伝部長

変異遺伝部長

微生物遺伝部長
糸川）J包」立fノミ剖～弓｛⊥ミ

遺伝実験生物保イ∫：研究施設動物保存研究室長（併）

遺伝実験生物保存研究］i｛IS設植物保存研究室長

分∫一遺f云部室長
」旦fノ、’だ験ノ1．＃勿保イ∫イ：）1’グヒ施、没徴生4勿保右川究室い（川）

ノ1三王1艮」旦f∠ミ　音｜～弓ミ止ミ

応用遺伝部室長

’一｝”

▲系統保存研究棟
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1

●

■

◆

●特別研究・試験研究等
（ll召イ…1｜55彗コ望ど）

（1）特別研究（文部省）

　1：｜発生に関勺・する遺f云∫・（ノ）｜司亙三と杜隻f彪cノ）川’先

　　　1．遺伝J’・レベILの研究

　　2．　ケ〉∫’・レ／9ノレグ）｛り1ングヒ

　2）遺f云学的’f：法1こよる窒素固定能のイネ科・植物への付’ノ・

　　　1．窒素固定遺伝r・資iJII｛の関発に関する川：究

　　2．窒素固定『彪（ノ）1川1二に関する側：究

　　3．窒素固定遺イ云ゴ・1二関する川二究

（2）放射線の遺伝に及ぼす影響の研究（科学技術庁）

　　　1．低線1’il：放射線に対する哺乳動物系て’の効果的な突然異検出法の検索

　　2．低線IIヒ及び低線lrl二率放射線の遺伝1’・突然変異効果に関するllll：究

　　3．植物における突然変｝’ξ誘発と回復に関］’る要因の解1リ1
　　4．　ノヒイ本｜人μこと　り　二　ま三」llプ1二方父身寸’1ゾ［1・iJ　f、フ：JC素c／）∫D重」t衷，　但C糸泉｛モヒ‖6　iA’　・t　6ノ）」置fヱミ自勺

　　　　影響に関するイll「究

（3）環響汚染が動植物の耐生及び種社会に及ぼす遺伝的影響に関する研究（環

　境日：）

（4）科学研究補助金による研究

　　」提境科学特りIJ研究
　　　　fビ）’二r2！ご」E　’kl．属〔シノ）突烈ミ変L）’，E：f乍月」（ノ）〃」三｝il：白勺1’i・IEil川

　　核融合特別（iJl：　’先

　　　　トリチウム川ピ学及ひ』生物影響に関する総合研究

　　　　トリチウムの遺伝ll勺影響〃）分j’・機Wliび埆zr析と総合的評filli

　　特　　定　　川：　究

　　　　遺イ云　 ピ”γ泊勺r法（二よる非マメ研｛・直物への窒素｜占1定能の1賦’ノ・

　　　　1）NA組換え体の複製
　　　　組換えDNA技術に．よる作物ソ）光合成能力ぴ）向Lに関する基礎Vl｛」イiJ「究

　　　　糸”・換え1）NA塩’1基1妃列のi’1↑」易分析1去（ノ）関発と遺伝∫’・解析

　　総　　合　　研　　究

　　　　トリチウムの医学生物学的影響に関する基礎的イll卜究

　　　　・j・型野ノLlllII乎L動物よりの新しい実験動9勿グ）育1，kに1UJ｝’る基礎泊｛」川：’化

　　　　行動研究分野における実験動物の開発と利川

　　　　分化モデルとしてのマウステラトー一マの研究

　　　　シンクロトロン軌道放射光による単色真空紫外線ぴ）光生4勿”γ：的｛llf究

　　　　人こ腸菌の変異体を月」いた生体高分J’・生合成に関する分∫・遺伝’Y：rl勺川：究

　　　　分∫づ遺f云”7：にお1ナる転換其llの諸問｝迫

　　一一　般　　研　　究

　　　　ヒドラ発生機構の遺伝解析

　　　　イ∫核細胞メ・・センジャー－RNAのタンパク合成に必要な構造

　　　　ll本産野生マウス染色体をもつBIOコンジ．r一二・・ク系を川いたH　2

　　　　抗原の研究

　　　　ウイルスOf）系統発生と分JL進fヒ

　　　　ヒト糸川胞のイオン化放射線によるDNA傷害修複酵素の分離とその性質

　　奨　　励　　研　　究

　　　　細菌べん巳の形態形成の遺1云学的解析

　　　　カイコのい：大ミトコンドリアDNAの構造解析とその生川学的意義

　　試　　験　　研　　究

　　　　T4RNAリガー一ゼによるRNAの塩基配列決り1三法の開発と応川
　　海外学術li’i，，／j査（総括）

　　　　熱’出：アジアOf）111麓地帯における稲と矧iI’｜㌔：びソlr．　fL4遺／云”γ：n勺1凋査
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●建物配置図
秒

ご〕45

m〕　　　　45

L－一一一一一一一一一一一一一．一一．一一一／

｛

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

本　　　　　館
別　　　　　館
養蚕室及びこん虫飼育室

堆肥舎及び農夫舎
職　貝　集　会所
調　 節　 温　 室

渡　 り　廊　
一ド

増圧ポンプ室
自　動　嘱　車　庫

作　　業　　室
卵字　卵　育　雛 舎

検定舎（2むね）

放射線実験室
舞～　2　　ネ　　フぐ　ミ　6司　育　　弓ミ

隔　 離　 温　 室

水　 田　 温　 室

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

1’1転車置場及び物置

特　 別　 蚕　 室

ボ　イ　ラ　ー 室

γ線照射温室
操　　作　　室
温　　　　　室
研修室、1娼：葉庫

渡　 り　廊　
・ド

卵字　卵　育　雛　舎

フアイロン温室
フアイロン温．室
Jifミ　　　　　　月巴　　　　　　　4こ

鶏糞処f里小屋
第2ねずみ飼育室機械室

桑　　温．　　室

麦　　温　　室

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

図　　 書：　　館

ネズミ飼育舎
第2ネズミ飼育室洗瀞i室

内部照射実験棟及び附属棟

桑　　温　　室
行動遺1云学実験室

ペレット温室
遺伝実験生物保存研究棟

機　　械　　棟
廃棄物保管庫
ネズミ附属棟
カイコ附属棟
公　務　貝　宿　舎

微生物附属棟
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●

■

●研究活動を促進するための会合

内部交流セミナー

　研究所内における研究経過を討諭する会で，盛夏の時期を除き毎lj第1，第

3金1曜目に開か才しる。

抄読　会
　新しい研究諭文の抄読会で，盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる。

Biological　Symposia

　外国の関係者来訪の際，随時開催，講演討論を行元，

日本遺伝学会三島談話会

　研究所並びに付近在住の会貝で組織され，原則として月1　1；i1，研究成果発

表とそれに関する討論を行うc，

●行 事

研究所の一般公開

　科学技術週間における行‘拝の一環として，各研究部の展示及び学術映画を

ヒ映し，研究所の一一部を公開して一般の見学に供している，，

公開講演会

　年1回，おおむね秋、東京で所貝を講師として，一般を対象に遺伝学公開

講演会を開催している、、

＜電子顕微鏡

▲アミノ酸自動分析機
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国立遺伝学研究所

〒411静岡県三島市谷田1111

電話〈0559＞75－0771（代表）


